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◎災害に備えて

市
で
は
7
月
12
日
、
堀
金
総
合
体

育
館
で
本
年
度
の
防
災
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
区
や
自
主

防
災
会
の
役
員
、
消
防
団
員
な
ど
約

３
０
０
人
が
聴
講
。
群
馬
大
学
大
学

院
教
授
の
片
田
敏
孝
さ
ん
が
「
想
定

外
の
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。片
田
さ
ん
は
、

東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
か
ら
の
避

難
を
事
例
に
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識

を
持
ち
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

犠
牲
者
を
一
人
も
出
さ
な
い

防
災
体
制
づ
く
り

片
田
さ
ん
は
、
豪
雨
や
巨
大
台
風

な
ど
最
近
の
気
象
状
況
を
取
り
上

げ
、「『
今
ま
で
と
違
う
』『
何
か
変

だ
』
と
い
う
感
覚
を
大
切
に
し
て
欲

し
い
。
経
験
を
あ
て
に
せ
ず
、
考
え

方
を
変
え
ま
し
ょ
う
」
と
会
場
に
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
「
想
定
外
」
の
災
害
に
対
し
、

ま
ず
、「
自
分
の
事
」
と
考
え
、
自

ら
の
命
を
守
り
、
ど
う
備
え
る
か
が

大
切
だ
と
し
、
そ
の
上
で
自
分
の
家

族
や
地
域
か
ら
「
犠
牲
者
を
一
人
も

出
さ
な
い
」
防
災
体
制
づ
く
り
が
必

要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

避
難
3
原
則

最
善
を
尽
く
し
て
自
分
の
命
を
守
る

　

岩
手
県
釜
石
市
の
事
例
か
ら

明
治
や
昭
和
の
三
陸
津
波
な
ど
幾

度
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
き
た

三
陸
沿
岸
。
し
か
し
、
片
田
さ
ん
が

釜
石
市
で
津
波
防
災
教
育
に
取
り
組

み
始
め
る
前
は
、
津
波
被
害
を
伝
え

る
言
い
伝
え
な
ど
も
忘
れ
去
ら
れ
、

警
報
が
出
て
も
避
難
し
な
い
こ
と
が

常
態
化
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

片
田
さ
ん
は
、「
想
定
に
と
ら
わ

れ
る
な
」「
最
善
を
尽
く
せ
」「
率
先

避
難
者
と
な
れ
」
の
避
難
3
原
則
に

基
づ
き
津
波
防
災
教
育
を
実
践
。
学

校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
「
こ
れ
だ
け

訓
練
・
準
備
を
し
た
の
で
、
自
分
は

絶
対
に
逃
げ
る
と
親
に
伝
え
な
さ

い
」
と
教
え
、
自
分
の
命
に
責
任
を

持
ち
、
全
力
で
避
難
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、東
日
本
大
震
災
の
際
、

釜
石
市
で
は
、
小
中
学
生
が
自
ら
考

え
、
行
動
し
て
避
難
し
ま
し
た
。
そ

の
真
剣
な
姿
に
打
た
れ
、
今
ま
で
警

報
が
出
て
も
避
難
し
な
か
っ
た
高
齢

者
も
津
波
到
達
前
に
高
台
に
避
難

し
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
は
「
生
き
る
力
」
を
育は
ぐ
くむ

片
田
さ
ん
は
、「
防
災
教
育
は
『
災

い
』
教
育
で
は
な
い
『
生
き
る
力
を

育
む
』
教
育
だ
」
と
言
い
ま
す
。
釜

石
で
は
、
津
波
被
害
を
伝
え
る
記
念

碑
の
掃
除
や
高
齢
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
、
地
域
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
と
言
い
ま

す
。私

た
ち
が
住
む
安
曇
野
市
は
、「
糸

魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層
帯
」
が
縦

断
し
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
多
く

の
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
片
田
さ

ん
の
講
演
か
ら
、
私
た
ち
市
民
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
命
を
守
り
、
備
え

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
、
起
こ

り
得
る
想
定
外
の
災
害
へ
の
「
心
」

の
備
え
を
持
つ
こ
と
が
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
災
害
に
備
え
て

想
定
外
の
災
害
へ
の「
心
」の
備
え
を

　

市
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
意
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
7
月
に
防
災
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
そ
の
内
容
と
9
月
開
催
の

市
防
災
訓
練
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

市防災講演会の様子

東日本大震災での津波による被害（福島県南相馬市）

本年は、大規模災害発生直後の初期
対応と応急対策を中心に、一斉防災訓
練（シェイクアウト訓練）や避難所設
営訓練などを行います。訓練への参加
のほか、当日は地震体験車や防災グッ
ズの展示もありますので、ぜひ、お出
掛けください。
●時間　午前 9 時から 11 時まで
●会場　堀金総合体育館ほか

災害に強い安全・安心なまちづく
りは、防災体制の充実と共に、市民
の皆さんの防災意識の向上が欠かせ
ません。9 月 7 日の市防災訓練では、
多くの皆さんが参加できる自主参加
型の一斉防災訓練（シェイクアウト
訓練）を行います。１分間、自分の
身を守るという訓練ですが、自分自
身の命の大切さを改めて認識し、「自
助」の力を高め、防災について考え
ていただけたらと思います。

12 月には、市民の皆さんの安全・
安心を守る防災拠点となる新本庁舎
が完成します。市では、公共施設の耐
震化などを進めると共に、「共助」の
基本となる区、隣組など地域との連携
や自主防災組織への支援などを行い、
万一の災害に備える体制づくりを進
めていきます。

市民一人ひとりの
防災意識の向上を目指して

市長 宮澤宗弘

講師
片
か た だ

田敏
と し た か

孝さん

群馬大学大学院理工学府教授。東
日本大震災の際、岩手県釜石市で
多くの小中学生が津波から避難し
助かった「釜石の奇跡」。そのきっ
かけとなった津波防災教育に長年
携わる。研究の傍ら全国で指導を
行っている。

9月7日（日）市防災訓練
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安曇野市防災訓練（シェイクアウト訓練）参加登録申込書

安曇野市危機管理課行
672-6739　締切９月３日（水）

申込日（必須） 　　　　　　月　　　　　　日

住所（必須） □市内在住・在勤 □市外在住・在勤

参加予定単位
（必須）

□個人　
□団体（団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※団体でご参加の場合は、以下の該当箇所にチェックしてください。
□家族　□区、自主防災組織等の地域団体　□企業　□医療・福祉関係
□学校関係者（保育園・幼稚園を含む）　□任意のグループ（友人等）　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

参加予定人数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

団体名の記載
（団体の場合は必須）

ホームページ、その他の資料上に、参加者として団体名を記載しても
よろしいでしょうか？
□はい（掲載しても構わない）□いいえ（掲載を希望しない）

シェイクアウト訓練終了後、
どのような防災対策を行い
ますか？

（任意）
※複数回答可

□家具などの転倒防止措置の確認
□備蓄している物資（非常持ち出し袋等）の確認
□避難所の確認　□家族会議の開催
□災害時連絡方法の確認　□避難訓練、消火訓練等の実施
□その他

（　　　　　　　　　　　　　　　）

アンケートの送付について
（任意）
※登録いただいた情報に関し
ては本訓練の目的以外には使
用しません。

訓練終了後に行うアンケート調査にご協力いただける場合はファクス
番号またはメールアドレスのご記入をお願いします。
※ファクスまたはメールでの回答ができない場合は氏名、住所をご記
　入ください。

ファクス番号 －　　　　　－

メールアドレス

氏名

住所 〒　　　－

問い合わせ・送付先
〒 399 － 8211 安曇野市堀金烏川 2750 番地 1　安曇野市役所堀金支所内危機管理課
472・6769 672・6739　mkikikanri@city.azumino.nagano.jp

◎災害に備えて

一
斉
防
災
訓
練
へ
の
参
加
で

災
害
に
備
え
る
「
心
構
え
」
づ
く
り

市
で
は
、
本
年
度
の
防
災
訓
練
で

全
市
民
参
加
型
の
一
斉
防
災
訓
練

（
※
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）
を
初

め
て
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、

9
月
7
日
の
午
前
8
時
30
分
に
、
参

加
者
が
そ
の
場
で
自
主
的
に
地
震
か

ら
身
を
守
る
「
3
つ
の
安
全
行
動
」

を
行
い
ま
す
。多
く
の
人
が
参
加
し
、

実
際
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の

命
を
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
意
識

を
持
ち
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
す
。

訓
練
に
は
、
区
や
自
主
防
災
会
、

企
業
単
位
の
ほ
か
、
個
人
で
も
参
加

申
し
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
に
ア
メ
リ

カ
で
考
案
さ
れ
た
、
地
震
災
害
の
た
め
の

大
規
模
な
防
災
訓
練
方
法
。
３
つ
の
安
全

行
動
は
「D

rop

（
ド
ロ
ッ
プ
）」「C

over

（
カ
バ
ー
）」「H

old on

（
ホ
ー
ル
ド
オ
ン
）」

と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
で
き

る
基
本
的
な
安
全
行
動
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
平
成
24
年
に
東
京
都
千
代
田

区
で
初
め
て
行
わ
れ
、
約
２
万
５
０
０
０

人
が
参
加
し
た
。
訓
練
は
「
日
本
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
提
唱
会
議
」
の
訓
練
基
準
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
。

安曇野市シェイクアウト訓練
日　　時　９月７日（日）午前 8 時 30 分
対 象 者　どなたでも参加できます（要事前登録）
訓練内容

市内でマグニチュード 8.0　震度 6 強の地震が発生したと想定し行います。
①午前 8 時 30 分に防災行政無線を通じて訓練開始の合図をします。
②合図に従い下記の 3 つの安全行動を１分間程度行います。
③訓練と合わせ、防災対策の再点検や他の防災訓練をします。

申し込み方法等
参加者数把握のため、次ページの申込書に必要事項を記入の上、メール、ファクスまたは郵送で

危機管理課まで送付してください。また、訓練後にアンケートへの協力をお願いします。
【訓練登録締め切り】9 月 3 日（水）　【アンケート締め切り】9 月 12 日（金）

3 つの安全行動

シェイクアウト訓練と合わせて
・隣近所や職場、家族で災害発生時の避難経路や、連絡の取り方などを話し合っておきましょう。
・地震の際の転倒を未然に防ぐため、家具などを点検し、金具などで固定しておきましょう。
・各自で非常持ち出し袋の確認などをしましょう。

安全行動図提供「日本シェイクアウト提唱会議（効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）」

①その場でしゃがみ、
姿勢を低くします

②机の下などに潜り、
頭を守ります

③揺れが収まるまで
待ちます

シェイクアウト訓練の例

まず低く 頭を守り 動かない

※参加登録申込書は市ホームページからも入手できます。
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安

野
曇

７
月
下
旬
か
ら
８
月
初
旬
に

か
け
て
、
市
内
各
地
で
は
恒

例
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祭
り
の
様
子
を
カ
メ
ラ

で
追
い
ま
し
た
。第 31 回

信州安曇野わさび祭り
納涼祭（８月２日）
ＹＯＳＡＫＯＩ安曇野（８月３日）

穂高駅前と穂高神社北神苑を主会場に２日間行われた信州
安曇野わさび祭り。納涼祭では穂高地域各地区公民館の踊り
連を中心に 30 連約 2,100 人が参加。15 回目となるＹＯＳＡＫ
ＯＩ安曇野では、県内外から 37 チーム約 1,000 人が参加。各
チームが粋で独創的な演舞を披露しました。

YOSAKOI コンテスト結果
YOSAKOI 安曇野賞 = 信州　飯田　RANGOKU 信州安曇野わさび祭り賞 =
信衆 商工会青年部賞 = 無限翔風　奨励賞 = にらさき秀麗、甲州の風、安曇
野風雅　楽鼓

InterviewInterview
踊り連の先頭で元気に
踊る小学生

今日は友達もたくさん
参加しています。みんな
と触れ合えるのがとても
うれしいです。

第１回から仲間と一緒
に飲み物を販売

第１回から飲み物など
を仲間と販売しています。
本年も天候に恵まれ、盛
大に行われて良かったで
す。

髙
た か の

野敦
あ つ し

士くん
（穂高北小４年）

丸山五
い さ お

佐男さん
（三郷小売酒販組合）

第 29 回
ふるさと夏祭り（８月２日）

三郷地域のふるさと夏祭り。三郷文化公
園を会場に多くの人で賑わいました。当日
は、メーンの花火大会のほかビンゴ大会や
ステージ発表も行われ、訪れた皆さんは、
楽しいひとときを過ごしました。

第 35 回
あづみ野祭り

（７月 26 日）
本年はあづみ野ばやし踊りに

地区公民館や企業など 47 連約
3,200 人が参加。ソーレの掛け声
が響き渡りました。また、恒例
の踊り、山車のコンテストも開
かれました。

あづみ野祭りコンテスト結果
（一般、地区公民館）
【踊りの部】最優秀賞 = ㈱アズミ村田製
作所、アルプス区 優秀賞 = 安曇野赤十字
病院、真々部 敢闘賞 = アザレ、中曽根 
努力賞 = 日本舞踊と民踊の会、白鳥の里
徳治郎 団結賞 = 安曇野市商工会、花園
共同保育園、飯田連、上鳥羽連 フレッシ
ュ賞 = こども病院・県職連、豊科病院・
安曇野メディア、桜坂、寺所 ユーモア賞
= ろうきん連、安曇野にジブリの世界を
つくる会、小瀬幅、吉野連 アイデア賞 =
安曇野市役所、太極拳ふぁん・そんの会、
成相、本村連 エネルギッシュで賞 = 豊科
金融団、豊科リトルリーグ、新田、下鳥
羽連【山車の部】あづみ野祭り大賞 = ア
ルプス区 優秀賞 = 新屋公民館 努力賞 =
豊科病院・安曇野メディア
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
江
戸
川
区
と
の
友
好
都
市
交
流
が
40
周
年

■
全
市
に
臭
気
規
制
適
用
へ　

環
境
審
議
会
に
諮
問

■
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
期
間
変
更　

地
域
審
議
会
に
諮
問

東
京
都
江
戸
川
区
と
の
友
好
都
市

盟
約
締
結
40
周
年
記
念
式
典
が
8
月

3
日
、
江
戸
川
区
内
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
双
方
の
理
事
者
、
議
会

議
員
な
ど
関
係
者
28
人
が
出
席
し
、

記
念
品
の
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。多

田
正
見
・
江
戸
川
区
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
風
光
明
媚
で
文
化
が
薫
る

安
曇
野
と
の
縁
が
続
く
こ
と
は
、
区

市
で
は
、
新
し
く
定
め
る
臭
気
規

制
案
に
関
し
て
7
月
15
日
、
環
境
審

議
会
（
吉
田
利
男
会
長
）
に
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。

諮
問
は
、
穂
高
支
所
で
開
催
さ
れ

た
審
議
会
の
冒
頭
で
行
わ
れ
、
宮
澤

市
長
か
ら
吉
田
会
長
へ
諮
問
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
臭
気
規
制
案
は
、
こ
れ
ま

で
、
穂
高
地
域
の
一
部
に
適
用
し
て

市
で
は
7
月
11
日
、
県
安
曇
野
庁

舎
で
5
地
域
の
地
域
審
議
会
へ
諮
問

を
行
い
、
宮
澤
市
長
か
ら
各
地
域
の

会
長
へ
諮
問
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
諮
問
の
内
容
は
、
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
の

計
画
期
限
を
現
在
の
平
成
26
年
度
か

ら
32
年
度
ま
で
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
合
併
前

民
に
と
っ
て
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
末
長
く
お
付
き
合
い
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
、
宮
澤
市

長
は
「
江
戸
川
区
と
の
交
流
は
友
好

都
市
の
中
で
一
番
長
い
歴
史
を
持
っ

て
い
ま
す
。
40
周
年
を
機
に
民
間
交

流
も
含
め
、
江
戸
川
区
と
の
絆
が
さ

ら
に
深
ま
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

同
区
と
の
交
流
は
、
旧
穂
高
町
が

旧
有
明
小
学
校
跡
地
を
江
戸
川
区
へ

の
平
成
17
年
2
月
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
、
合
併
後
の
市
の
将
来
像
の
ほ

か
、道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
、

産
業
振
興
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

充
実
と
い
っ
た
主
要
施
策
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
財
政
計
画
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
6
月
の
法
改
正
に
よ
り

主
な
財
源
と
な
る
合
併
特
例
債
の
発

行
期
限
が
、
5
年
間
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
健
全
財
政
を
維
持
し
、

譲
渡
し
た
こ
と
が
縁
で
始
ま
り
、
昭

和
49
年
2
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
結

び
ま
し
た
。
昭
和
51
年
6
月
に
は
、

旧
小
学
校
跡
地
に
江
戸
川
区
民
健
康

施
設
「
穂
高
荘
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

相
互
訪
問
に
よ
る
交
流
事
業
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
8
月
、

市
と
し
て
友
好
都
市
提
携
を
結
び
直

し
、
区
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
や
ス
ポ

ー
ツ
交
流
、
青
少
年
交
流
等
を
通
じ

て
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

い
た
ア
ン
モ
ニ
ア
、
硫
化
水
素
な
ど

の
悪
臭
防
止
法
に
定
め
る
22
物
質
の

個
々
の
物
質
濃
度
に
よ
る
規
制
に
替

え
て
、
人
間
の
嗅き
ゅ
う覚
を
用
い
て
有
資

格
者
が
に
お
い
の
程
度
を
評
価
す
る

臭
気
指
数
に
よ
る
規
制
を
市
内
全
域

へ
の
適
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
約
40
万
種
類
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
に
お
い

の
物
質
や
、
様
々
な
に
お
い
が
ま
ざ

必
要
な
施
設
等
の
整
備
に
合
併
特
例

債
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
、
発

行
期
限
の
延
長
に
必
要
な
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
計
画
変
更
に
つ
い
て
、

今
回
地
域
審
議
会
へ
意
見
を
求
め
た

も
の
で
す
。

各
地
域
審
議
会
で
は
、
9
月
ま
で

に
答
申
に
ま
と
め
、
市
で
は
、
答
申

内
容
を
受
け
、
財
政
計
画
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
ま
す
。

っ
た
複
合
臭
に
よ
る
に
お
い
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

市
で
は
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市

民
・
事
業
者
説
明
会
等
を
経
て
平
成

27
年
10
月
か
ら
の
新
し
い
臭
気
規
制

の
導
入
す
る
予
定
で
す
。

式典で記念品を交換する多田区長と宮澤市長宮澤市長から委員に諮問書が手渡された

諮問後、規制案を審議する委員

新本庁舎建設
ニュース№16

荷揚げ用巨大クレーン１台を
解体。外壁仕上げ工事が始まる

荷揚げ作業のため、本年 1 月から稼働していた
2 台のクレーンのうち、現場西側で作業していた
350 トンクローラークレーンが役目を終え、解体
されました。解体作業は、3日間かけて部品を外し、
トレーラートラック延べ 21 台で新潟県直江津市
に運ばれました。

また、外壁の仕上げ工事が始まり、化粧用にパ
ネル状のヒノキ板で断熱材を覆う作業をしていま
す。ヒノキ板は、県の補助金を活用し間伐した市
有林のヒノキを、自然乾燥させて使用しています。
庁舎の外壁は「外断熱」という壁の外側に断熱材
を張る方法を取り入れ、内部結露がなく、冷暖房
効果を高めています。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

クレーンの解体作業の様子（８月５日撮影）

化粧用のヒノキ板で覆われた外壁の様子（8 月 6 日撮影）
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「信州山の日」制定記念イベントが 7 月 27 日、国営
アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）で開催され、
家族連れなど約 1,000 人が訪れました。
「信州山の日」は県民共通の財産である「山」に感謝

し、将来にわたり守り、育て、活かしていくため毎年
7 月第 4 日曜日を期日として制定され、本年第１回目
を迎えました。

この日、園内特設ステージでは制定を祝い、県歌「信
濃の国」、唱歌 ｢ 故

ふるさと

郷 ｣ を参加者全員で合唱したほか、
市内小学生約 20 人が ｢山｣ への思いを盛り込んだ「信
州山の日宣言」を発表しました。イベントの開催を知
り、家族で訪れたという内山里枝子さん（諏訪市）は「水
が本当にきれいですね。子どもたちも自然のなかで大
はしゃぎです」と園内で遊ぶ子どもの姿を微笑みなが
ら見守っていました。

｢山｣ をテーマにしたリレートークで講師を務めた
Ｃ . Ｗ . ニコルさん（県森林大使）は、日本の山の素晴
らしさに触れながら「自然は人間に癒しを与えてくれ
ます。この信州山の日をきっかけに、一層、美しい森
や川にしていく取り組みをしましょう」と呼び掛けま
した。

三郷まなび隊「わんぱくキッズ大作戦」（三
郷公民館主催）が 7 月 26 日、三郷小倉の黒
沢洞合自然公園で行われました。この催しは、
子どもたちに身近な自然について体験しなが
ら知ってもらおうと企画したもので、当日は
市内から親子 13 組 31 人が参加。昆虫や植物
などの観察会やネーチャーゲームをして楽し
みました。参加した二

ふたつぎ

木琥
こ お

央くん（三郷小１
年）は「たくさんの昆虫がいてとても楽しい
です。昆虫は、格好が良いところがとても好
きです」と話しました。

名誉市民の故田淵行男さんが、平成元年に
亡くなるまで住んでいた豊科南穂高の自宅跡
地に、記念碑が建てられ 7 月 2 日、除幕式が
行われました。この碑は、近くの見岳町交差
点の改良工事により自宅が解体されたのに合
わせ、田淵さんの活動拠点である自宅がこの
場所にあったことを知ってもらおうと市が建
てたものです。碑文には著書『高山蝶』に記
された高山蝶を慈しむ言葉が刻まれていま
す。田淵さんの長男・穂髙さん（神奈川県座
間市）は、田淵さんが安曇野を「美しい自然
の教室」と語ったことに触れながら「碑文に
込めた父の思いを受け止め、これからも安曇
野の自然を守っていって欲しい」と話しまし
た。

7/27　「信州山の日」制定記念イベント

７/26 三郷まなび隊「わんぱくキッズ大作戦」

7/2　田淵行男邸跡記念碑除幕式

「山」に感謝し、守り、育て、活かす

自然豊かな洞
ど あ い

合自然公園で観察会

田淵さんの自宅跡に記念碑

穂高東中学校の 2 年生（190 人）が 7 月
22 日から 2 日間、市内事業所で職場体験を
行いました。この職場体験学習は社会人と
一緒に仕事に取り組むことで、責任感やコ
ミュニケーション能力を養い、自身の将来
像を描くことなどを目的に毎年行われてい
ます。㈲北アルプス牧場（穂高有明）で行
われた乳牛の飼育体験には、4 人の中学生が
参加。間近で見る乳牛の大きさに戸惑いな
がらも真剣に作業に取り組みました。生徒
たちは ｢一日の搾乳量はどれくらいですか｣
など積極的に質問を投げ掛けていました。

友好交流都市である福岡市東区の小中学
生 10 人が 7 月 29 日から 4 日間の日程で安
曇野市を訪れ、市内の小中学生と交流を深
めました。式典では記念品を交換したほか、
上高地や長峰山を見学したり、キャンプファ
イヤーや川遊びをしたりしました。昨年も参
加した北野優

ゆ う ご

吾くん（松本秀峰中 2 年）は「前
回の参加者もいて、また会えてうれしいで
す。友情をさらに深めたい」と話し、東区
参加者の大

お お あ さ だ

浅田亜
あ お い

己くん（箱崎中 1 年）は
「山々の高さに驚きました」と訪れた感想を
話してくれました。

豊科郷土博物館（百瀬新治館長）の夏季特別展「安
曇野のエジソンたち」が始まり、開催初日となった 7
月 19 日、豊科公民館ホールで記念講演が開かれ、信
州大学繊維学部教授・橋本稔さんが、市内企業と共同
研究し、介護分野などで実用化が期待される「ロボ
ティックウェア」（服のように着ることができるロボッ
ト）について報告しました。

この特別展は、「田園産業都市安曇野」を支えてき
た、産業の歴史や現在のモノづくりの姿を、多くの市
民に知ってもらおうと企画したものです。明治初期に、
堀金出身の臥

が う ん た っ ち

雲辰致が発明したガラ紡績機や市内企業
16 社の製品などが展示され、8 月 3 日と 8 日には、ガ
ラ紡績機の実演などが行われました。

製造業に定年まで携わったという来館者の丸山清
きよはる

治
さん（穂高）は「市内にすばらしい企業が数多くある
と改めて感じました。これからも新しいことに挑戦し
頑張って欲しい」と期待を寄せていました。（関連記
事 13 ページ）

7/22・23　穂高東中学校職場体験

7/29　友好交流都市福岡市東区青少年交流 

7/19　豊科郷土博物館「安曇野のエジソンたち」

「働く」を学ぼう

海と山の若人が交流

安曇野のモノづくりを知る

「信州山の日」制定を祝い県歌を合唱（上）  信州の自然について語る、県森林大
使のＣ . Ｗ . ニコルさん（左下）  同公園の池で元気に遊ぶ子どもたち（右下）　

特別展の様子（上）ガラ紡績機の実演（左下）橋本教授による講演の様子（右下）
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市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
を
協

議
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

2
人

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
人
で
、
平
日
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま

す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
②
市
の
付
属
機
関
な
ど
の

公
募
に
よ
る
委
員
③
市
税
の
滞
納
が

あ
る
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
公
式
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
計
画
の
策
定
の
日
（
平

成
27
年
3
月
頃
）
ま
で

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
申
し
込
み　

申
込
書
と
小
論
文
「
市

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
思
う
こ

と
」（
書
式
自
由
８
０
０
字
以
内
）を
、

9
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
、
郵
送
、

持
参
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
生

涯
学
習
課
、
各
公
民
館
で
入
手
で
き

ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
２
９
１
４
番

《
穂
高
商
業
高
校
》

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
を
基

本
か
ら
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
8
日
（
月
）、9
日
（
火
）

午
後
5
時
30
分
～
7
時
30
分

●
場
所　

南
校
舎 

第
3
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
師　

畑
山
路
知
子 

教
諭

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

エ
ク
セ
ル
初
級
講
座

表
計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
学
ぶ
講

座
で
す
。

●
日
時　

9
月
13
日
（
土
）、20
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

南
校
舎 

第
3
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
師　

楯た
て 

和
弘　

教
諭

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

日
商
簿
記
検
定
3
級
合
格
講
座

会
計
の
基
本
と
な
る
日
商
簿
記
検
定

3
級
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
13
日
～
11
月
１
日
の
毎

週
土
曜
日（
全
７
回
）午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

南
校
舎　

簿
記
教
室

●
講
師　

松
田
健
一 

教
諭

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

〈
共
通
〉

●
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
①
ま
た
は
②
の
方

地
１　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進

担
当

mshogaigakushu@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
選
考　

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

安
曇
野
ら
し
い
博
物
館
構
想
を
協
議

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

2
人

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
人
で
、
平
日
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま

す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
②
市
の
付
属
機
関
な
ど
の

公
募
に
よ
る
委
員
③
市
税
の
滞
納
が

あ
る
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
博
物
館
構
想

の
策
定
の
日
（
平
成
28
年
3
月
頃
）

ま
で

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
を
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
し
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は

「
講
座
名｣

｢

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先｣

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
６
８
３
９ 

穂
高
商

業
高
校
宛　

81
・
１
０
６
６

　

mhotakach@
nagano-c.ed.jp

信
州
大
学
で
は
、
学
生
が
受
講
す
る

授
業
を
一
般
の
皆
さ
ん
（
高
校
生
を
含

む
）
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

9
月
下
旬
～
平
成
27
年
１
月

下
旬
（
後
期
授
業
）

●
場
所　

信
州
大
学（
全
キ
ャ
ン
パ
ス
）

●
定
員　

な
し

※
受
講
者
数
に
よ
り
受
講
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
受
講
料　

９
４
０
０
円
（
１
科
目
）

●
申
し
込
み　

授
業
を
試
聴
し
、
10
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
信
州
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

申
込
書
と
小
論
文
「
博

物
館
に
期
待
す
る
こ
と
」（
書
式
自

由
８
０
０
字
以
内
）
を
、
9
月
16
日

（
火
）
ま
で
に
、
郵
送
、
持
参
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
文
化
課
、
各

公
民
館
、
豊
科
郷
土
博
物
館
、
穂

高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」、

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

で
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
２
９
１
４
番

地
１　

文
化
課
博
物
館
係

mbunka@
city.azum

ino.nagano.jp

●
選
考　

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

雄
大
な
白
馬
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
、

自
然
の
中
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
日
程　

9
月
28
日
（
日
）

●
集
合　

堀
金
総
合
体
育
館　

北
側
駐

車
場　

午
前
7
時
45
分
（
帰
着　

午

後
3
時
45
分
）

●
対
象　

20
歳
以
上
の
人

●
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

２
０
０
０
円（
保
険
料
込
）

※
弁
当
を
注
文
す
る
場
合
別
途
５
０
０
円

●
講
師　

寺
川
寿
和
さ
ん
（
白
馬
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

●
持
ち
物　

お
弁
当
、
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
飲
料
、
雨
具
、
お
持
ち
の
場
合

は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
用
杖

●
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
月
）
か
ら

9
月
19
日
（
金
）
の
間
に
、
堀
金
総

合
体
育
館
窓
口
で
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
申
込

用
紙
は
、
ス
ポ

ネ
ッ
ト
常
念
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
て
綿め
ん
し糸
を
紡つ
む

ぐ
の

で
「
ガ
ラ
紡ぼ
う
せ
き
き

績
機
・
ガ
ラ
紡
」
な
ど
と
呼
ば

れ
た
機
械
を
発
明
し
た
の
は
、
小
田
多
井
村

（
現
堀
金
三
田
）
出
身
の
臥が

う
ん
た
っ
ち

雲
辰
致
で
す
。

手
紡
ぎ
に
比
べ
、
自
動
で
効
率
良
く
綿
糸

を
紡
ぐ
ガ
ラ
紡
は
、
安
く
て
簡
便
な
機
械
だ

っ
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
に
普
及

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
許
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
初
期
、
機
械
の
模
倣

が
横
行
し
、
辰
致
の
ガ
ラ
紡
事
業
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
特
許
を
取

得
し
た
時
に
は
ガ
ラ
紡
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て

い
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
も
ガ
ラ
紡
産
業
は
健
在
で

ガ
ラ
紡
製
品
も
価
値
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

ガ
ラ
紡
は
８
月
31
日
（
日
）
ま
で
豊
科
郷

土
博
物
館
夏
季
特
別
展
「
安
曇
野
の
エ
ジ
ソ

ン
た
ち
」
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
31

文
化
課
博
物
館
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画

策
定
委
員
会
委
員
の
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

学
校
開
放
講
座
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

教
室
」
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

（
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局
）

 

72
・
６
３
４
０

新
市
立
博
物
館
構
想
策
定

委
員
会
委
員
の
募
集

文
化
課
博
物
館
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭　

軟
式
野
球
競
技
会
の
開
催
日
を
変
更

●
開
催
日　

10
月
12
日（
日
）か
ら
10
月

26
日（
日
）へ
変
更

※
予
備
日　

11
月
2
日
（
日
）

穂高プール 親子カヌー体験会
生涯学習課スポーツ推進担当　462・5717 662・3525

　親子でカヌーに挑戦してみませんか。プールで行うので、初めての人でも安心です。
カヌーの乗り降りや水を漕ぐパドルの操作方法を学びます。
●日時　9 月 6 日（土）午前 10 時～　
●対象　市内在住の小学４年生から中学生の児童・生徒と保護者　●定員　5 組（10 人）先着順
●講師　山野 伸さん　●参加料　１人 124 円（保険料含む）　●服装　濡れても良い服装・帽子など
●持ち物　着替え・飲み物・タオルなど
●申込期限　8 月 27 日（水）から 9 月 1 日（月）の午前 8 時 30 分から

午後 5 時までの間に生涯学習課へ電話でお申し込みください。

臥が
う
ん
た
っ
ち

雲
辰
致
発
明
の
ガ
ラ
紡

展示中のガラ紡
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□
講
演
会
「
魔
法
は
ひ
と
つ
」

●
時
間　

開
場　

午
後
１
時

　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

●
会
場　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

角
野
栄
子
さ
ん（
童
話
作
家
）

※
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
。

□
お
は
な
し
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。

●
時
間　

①
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ば

り
の
会 

午
後
10
時
～
②
穂
高
絵
本

と
お
話
の
会 

午
後
10
時
45
分
～
③

ポ
ケ
ッ
ト
の
会 

午
後
11
時
30
分
～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

□
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作
ろ
う
！　

図
書

館
利
用
者
カ
ー
ド
も
入
れ
ら
れ
る

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
材
料
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

□
英
字
新
聞
で
作
る
エ
コ
バ
ッ
ク　

英

字
新
聞
で
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
エ

コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

～
人
と
、
本
と
、
図
書
館
を
つ
な
ぐ
～

本
年
は
、図
書
館
フ
ェ
ス
タ
の
ほ
か
、

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
開
館
5
周
年

を
記
念
し
、
9
月
2
日
か
ら
7
日
ま
で

を
「
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
ウ
ィ
ー
ク
」
と

し
て
、
市
内
5
つ
の
図
書
館
で
そ
れ
ぞ

れ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
ウ
ィ
ー
ク
】

□
特
典
１　

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

市
内
各
図
書
館
で
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
特
典
２　

ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

大
切
な
本
を
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
し
ま
す
。

（
利
用
者
カ
ー
ド
所
持
者
に
限
る
）

※
１
人
１
冊
で
、
本
は
最
大
Ｂ
4
（
26

㌢
×
37
㌢
）
ま
で
。

素
材
に
よ
っ
て
は
、

加
工
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
特
典
１
・
２
と
も
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
お
預
か
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
特
典
３　

図
書
リ
サ
イ
ク
ル

図
書
館
で
所
蔵
で
き
な
く
な
っ
た
本

や
家
庭
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
本
を
無

料
で
希
望
者
に
お
譲
り
し
ま
す
。（
本

を
入
れ
る
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

●
期
間　

9
月
4
日（
木
）～
7
日（
日
）

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
地

域
学
習
室

●
本
の
持
ち
込
み　

各
図
書
館
へ
の
持

ち
込
み
は
、
9
月
2
日
（
火
）・
3

日
（
水
）
の
開
館
中
の
み
で
す
。（
利

用
者
カ
ー
ド
所
持
者
に
限
る
）

※
２
０
０
０
年
以
降
に
購
入
し
、
不
要

に
な
っ
た
本
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。
百
科
事
典
・
雑
誌
な
ど
は
不
可
。

ま
た
、
本
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
】

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
）

□
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
開

館
５
周
年
記
念
式
典
・
ガ
ン
ズ
く
ん

館
長
任
命
・
図
書
館
川
柳
表
彰
式

●
時
間　

午
後
１
時
～

□
穂
高
商
業
高
等
学
校
吹
奏
学
部
コ
ン

サ
ー
ト

●
時
間　

午
後
2
時
～

□
朗
読
ラ
イ
ブ　
「
琴
」
の
演
奏
と
郷

土
の
民
話
な
ど
の
朗
読
を
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

●
時
間　

午
後
3
時
～

中
央
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
）

□
お
は
な
し
会

●
時
間　

①
午
前
10
時
～
お
は
な
し
た

ん
ぽ
ぽ
②
午
前
10
時
45
分
～
お
は
な

し
ム
ー
ン
③
午
前
11
時
30
分
～
有
明

子
ど
も
文
庫

●
場
所　

中
央
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

□
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ガ
ン
ズ
く
ん
」
中
央
図
書

館
長　

ガ
ン
ズ
く
ん
が
中
央
図
書
館

長
に
就
任
し
ま
す
。

●
時
間　

午
後
1
時
～

□
夜
の
図
書
館
開
館
！　

ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
と
は
、
一
人

5
分
間
で
本
の
魅
力
を
紹
介
し
、
み
ん

な
で
投
票
し
、
一
番
読
み
た
く
な
っ
た

本
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
音
楽
と

合
わ
せ
て
夜
の
図
書
館
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●
時
間　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
午
後
6
時

30
分
～
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
午
後
6

時
50
分
～　

表
彰
式
午
後
8
時
～

●
会
場　

中
央
図
書
館
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー

●
発
表
者　

5
人
（
中
学
生
以
上
）

●
観
戦
者　

20
人
程
度

●
申
し
込
み　

市
内
図
書
館
に
備
え
た

チ
ラ
シ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
表
彰　

優
勝
者
と
発
表
者
に
は
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈

●
材
料
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

□
き
ら
き
ら
し
ゃ
ぼ
ん
玉　

く
る
く
る

回
す
と
本
物
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
よ
う

に
き
れ
い
な
丸
が
で
き
ま
す
。

●
時
間　

①
午
前
9
時
20
分
～
②
午
前

10
時
50
分
～
③
午
後
１
時
～
④
午
後

2
時
30
分
～
（
各
回
１
時
間
程
度
）

●
材
料
費　

無
料

●
定
員　

各
回
10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

午
前
9
時
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

い
っ
た
で
し
ょ

五
味　

太
郎 

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

宮澤佳代子さん
（明科・東川手）

娘
に
も
っ
と
も
っ
と
本
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
で
立
ち
寄
っ
た
図
書

館
で
、
た
ま
た
ま
手
に
取
っ
た
本
が
、
五

味
太
郎
さ
ん
の
「
い
っ
た
で
し
ょ
」
で
す
。

幼
児
向
け
の
本
で
文
字
数
も
少
な
く
パ
ラ

パ
ラ
と
読
め
て
し
ま
い
ま
す
。

冒
頭
は
、
何
気
な
い
親
子
の
や
り
取
り

が
続
き
ま
す
。
石
を
見
つ
け
た
母
親
が
、

子
ど
も
に
「
つ
ま
づ
き
ま
す
よ
！
」
と
言

い
、子
ど
も
が
本
当
に
つ
ま
づ
く
と
「
い
っ

た
で
し
ょ
」
と
声
を
掛
け
ま
す
。

こ
ん
な
や
り
取
り
が
何
度
か
続
く
の
で

す
が
、
最
後
の
数
ペ
ー
ジ
で
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
、
温
か
い
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

普
段
の
育
児
で「
ダ
メ
」と
か「
危
な
い
」

と
い
う
言
葉
ば
か
り
つ
い
つ
い
言
っ
て
い

た
私
。
明
日
か
ら
は
、
も
っ
と
楽
し
く
て
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
勇
気
が
出
た
り
す
る
よ

う
な
言
葉
を
掛
け
て
あ
げ
よ
う
、
そ
う
思

い
ま
し
た
。
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す

が
…
。
こ
れ
か
ら
も
絵
本
で
楽
し
く
育
児

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

図書館映画上映会（入場無料） 
｢人生いろどり」

2012 年 日本〈上映時間　112 分〉
●日時　12日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　17日（水）16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　17日（水）16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　おはなしのへや
　　3・10・17 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　おはなしのへや
　　20 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　多目的室
　　19 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　多目的室
　　19 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　13 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　児童コーナー
　　30 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　30 日（火）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　おはなしの部屋
　　20 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

9月の図書館イベント

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
開
催

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

9
月
2
日
（
火
）
～
7
日
（
日
）

9
月
6
日
（
土
）
の
催
し

9
月
7
日
（
日
）
の
催
し

９
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）の
催
し

豊科図書館チャレンジ講座　パステルカラーで描く絵はがき
豊科図書館　471・4022 673・1801

　パステルカラー特有の穏やかな色合いで絵はがきを作ります。
絵が苦手という人でも気軽にご参加いただけます。
●日時　8 月 30 日（土）午前 10 時～正午
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」
●講師　村澤佐和子さん
●参加費　無料　　
●定員　小学生以上　20 人　家族 3 人まで（先着順）　　　
●申し込み　8 月 23 日（土）から図書館の窓口もしくは電話でお申し込みください。

林明子画
福音館書店刊

カードケース

エコバック

きらきらしゃぼん玉
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イベント・生涯学習
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企
画
展
「
ア
ー
ル･

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、

ア
ー
ル
・
デ
コ
と
日
本
の
工
芸
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

東
洋
と
西
洋
、
美
術
と
工
芸
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
い
な
が
ら
発

展
し
た
ア
ー
ル･
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
ー

ル
・
デ
コ
は
、
日
本
の
工
芸
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
19
世
紀
末

か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
工
芸
と

デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
東
西
の
交
流
を
振

り
返
り
ま
す
。

●
日
程　

8
月
30
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
3
時
30
分　

●
講
師　

木
田
拓
也
さ
ん
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
工
芸
課
主
任
研
究
員
）

●
会
場　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
主
屋

●
参
加
費　

無
料
（
企
画
展
の
観
覧
は

有
料
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
、
直
接
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

義
民
を
た
ず
ね
て
⑭
（
臨
地
講
座
）

「
明
和
の
木
曾
騒
動
」
受
講
者
募
集

明
和
6
年
、
贄
川
宿
か
ら
福
島
関
所

に
か
け
て
総
勢
１
２
０
０
～
１
３
０
０

人
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う
米
騒
動
を
学

び
ま
す
。
郷
土
史
家
の
話
を
聞
き
、
資

料
館
、
宿
場
等
を
訪
ね
ま
す
。

●
日
時　

9
月
18
日
（
木
）

集
合　

午
前
8
時
20
分

解
散
予
定　

午
後
5
時
30
分

●
集
合
場
所　

記
念
館
ロ
ビ
ー

●
見
学
地　

木
祖
村
、
木
曽
町
、
塩
尻

市
内
（
資
料
館
、
宿
場
、
関
所
等
）

●
講
師　

柳
川
浩
司
さ
ん
（
木
祖
村
公

民
館
長
）、
木
船　

清
さ
ん
（
貞
享

義
民
記
念
館
講
座
講
師
）

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

２
２
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
資
料

●
申
し
込
み　

9
月
7
日
（
日
）
ま
で

に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
結
果
は
、
11

日
（
木
）
ま
で
に
申
込
者
に
連
絡
し

ま
す
。

白
鳥
写
真
愛
好
会
第
３
回
写
真
展

「
白
鳥
た
ち
の
安
曇
野
」

●
会
期　

9
月
2
日（
火
）～
15
日（
月
）

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
15

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

貞
享
義
民
記
念
館　

企
画
展

示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

「
燕
岳
と
安
曇
野　

四
季
の
心
象
」

燕
岳
と
安
曇
野
、
こ
の
得
難
い
風
光

と
自
然
の
厳
し
さ
、
優
し
さ
を
一
瞬
の

光
の
中
で
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
て
き

た
燕
山
荘
相
談
役
赤
沼
淳
夫
さ
ん
の
自

然
写
真
約
20
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
会
期　

8
月
5
日
（
火
）
～
11
月
16

日
（
日
）

●
会
場　

記
念
館
地
階
展
示
室

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

ためして安曇野検定 クイズ

問題１　安曇野市で一番高い山は大天井
岳ですが、その標高は何メートルでしょ
うか。

① 2,763 ｍ　　② 2,857 ｍ
③ 2,922 ｍ　　④ 3,106 ｍ

問題２　燕岳周辺に見られる岩石で、全
体的に白っぽくゴマ塩のようなまだら
模様が特徴の岩石はどれでしょうか。

①泥岩・砂岩　　②花
か こ う が ん

崗岩
③玄

げ ん ぶ が ん

武岩　　　　④結
けっしょうへんがん

晶片岩

問題３　山案内人の小林喜
き さ く

作は中房谷を
起点とする槍ヶ岳登山コースの新ルー
ト「喜作新道」を開拓しましたが、こ
のルートを含む縦走コースは何と呼ば
れているでしょうか。

①槍ヶ岳銀座　　②アルプス銀座
③穂高銀座　　　④中央銀座

問題４　飛騨・木曽・赤石の３つの山脈
を総称して「日本アルプス」と呼びま
すが、命名したイギリス人はだれでしょ
うか。

①ダウランド
②サザーランド
③ウェストン
④ガウランド（ゴーランド）

答えは 23 ページ

臼井吉見文学館友の会　秋の講演会
臼井吉見文学館　472・6743

　臼井吉見文学館と友の会では、橋渡勝也さんを講師にお招きし秋の講演会を開催します。
●日時　9 月 7 日（日）　午後１時 30 分～ 3 時 30 分
●演題　「臼井吉見の精神世界をひらいた常念校長・佐藤嘉市の人と心」
●講師　橋渡勝也さん（元教員、地域植物誌・人物史研究者）
●会場　堀金公民館講堂
●入場料　無料
●申し込み　不要

講
演
会
「
ア
ー
ル･

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
ア
ー
ル
・

デ
コ
と
日
本
の
工
芸
」

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

貞
享
義
民
記
念
館
の
催
し

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

田
淵
行
男
記
念
館
企
画
展

赤
沼
淳
夫
写
真
展田淵

行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

アルフォンス・ミュシャ
「民衆美術協会」

赤沼淳夫撮影「燕岳新雪」

全国にチャレンジ
小学生・中学生・高校生全国大会出場者表敬訪問

　全国大会に出場するにあたり、市長を表敬訪問した皆さんを
紹介します。（敬称略）

7 月 2 日
第 14 回全日本少年少女空手道選手権大会　
8 月 16 日・17 日（東京都）佐々木香菜子（豊科南小）武藤美羽、武藤
優芽（真武館）金森奈央（真武館）清水和玖（哲士義塾道場）
第 15 回全国小学生ＡＢＣバドミントン大会　
8 月 15 日～ 17 日（熊本県）山田修平（明南小）
第 31 回全日本小学生ソフトテニス選手権大会　
7 月 31 日～ 8 月 3 日（大分県）伊與部希奈、臼井優月、稲葉栞、内藤紀子、
臼井琥珀（穂高北小）大鷹颯矢（穂高南小）

7 月 15 日
全国こどもチャレンジカップ第７回全国大会
7 月 26 日・27 日（東京都）中村芹夏（穂高商業高）茅野萌絵、茅野沙絵、
青栁依莉、宮澤彩那（穂高東中）山本愛、大西美月（穂高西中）新井花歩、
茅野莉絵、宮澤優希、宮島音子（穂高南小）中村千織、内山菜緒、胡
桃有沙、玉川乃彩、平川優里愛、山本咲季、吉田彩夏、井口直美、藤
井鈴芭、大倉涼羽（穂高北小）望月心、須賀百香、宇留賀蓮華（穂高西小）

７月 22 日
第 25 回全国高等学校情報処理競技大
会　7 月 27 日（千葉県）
殿村有加、山田悠莉奈（穂高商業高）
第 61 回全国高等学校珠算・電卓競技
大会　8 月 3 日（東京都）
柳瀬泰宏（穂高商業高）
平成26年度高校総体陸上競技（山梨県）
8 月 3 日　小野澤達也（穂高商業高）

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 10

【問い合わせ】
生涯学習課社会教育担当（462・4565）

7 月 2 日に市長を表敬
訪問した子どもたち

7 月 15 日に市長を表
敬訪問した子どもたち

7 月 22 日に市長を表敬訪問した
子どもたち
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穂

三
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健
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役
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庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

平
成
17
年
2
月
に
策
定
し
た
「
安
曇

野
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計

画
）」
の
計
画
期
間
を
、
現
在
の
「
平

成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
」
か
ら
「
平

成
17
年
度
～
平
成
32
年
度
」
に
変
更

（
6
年
間
の
延
長
）
す
る
こ
と
に
対
し
、

意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤

務
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
な
ど

●
閲
覧
方
法　

担
当
課
と
各
支
所
地
域

課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
「
く
る

り
ん
広
場
」、
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
記
載
し
、
個
人
の
場
合

は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務
先
、
学
校

名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
法
人

の
場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者
名
、

所
在
地
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記
載
が

な
い
場
合
や
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
２
０
５

　

豊
科
４
９
３
２
番
地
46

　

政
策
経
営
課
企
画
担
当

　
mseisakukeiei@

city.azum
ino.

nagano.jp

●
募
集
期
間　

9
月
4
日
（
木
）
～
10

月
3
日
（
金
）

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容

を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々
の

意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
議
会
9
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本

会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
会
期
（
予
定
）
9
月
1
日
（
月
）
～

29
日
（
月
）

●
時
間　

開
会　

午
前
10
時

●
場
所　

堀
金
支
所　

3
階

●
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
4
月
～
平

成
26
年
3
月
）
に
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
く
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
開
示
請
求
は
、
9
件
あ
り

ま
し
た
。

※
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
へ

の
参
画
促
進
と
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
情
報
公

開
の
推
進
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保

護
す
る
た
め
の
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
詳
細
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

爆
音
器
の
設
置
者
は
、
騒
音
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
設
置
距
離　

住
宅
か
ら
直
線
２
０
０

㍍
未
満
の
位
置
で
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
２
０
０
㍍
以
上
離
れ
た

位
置
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
事

前
に
近
隣
住
民
に
知
ら
せ
る
な
ど
、

周
辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
時
間　

早
朝
と
夜
間
の
使
用
は

避
け
、
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場
合

は
、
近
隣
住
民
の
要
望
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
設
置
期
間
を
収
獲

期
に
限
定
す
る
な
ど
、
使
用
は
必
要

最
小
限
に
留
め
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
制
度　

市
で
は
、
爆
音
器
に
代

わ
る
侵
入
防
止
装
置
や
電
気
牧
柵
な

ど
の
使
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
購

入
者
に
対
し
て
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
購
入
前
に
農
政
課
集
落
支
援
担

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
4
月
～
平

成
26
年
3
月
）
に
市
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
く
、公
文
書
の
公
開
請
求
は
、

50
件
あ
り
ま
し
た
。

会

議市
議
会
9
月
定
例
会
会
期
日
程

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

平
成
25
年
度

公
文
書
の
公
開
請
求
は
50
件

問
本
総
務
管
理
課
文
書
法
規
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

鳥
獣
害
防
止
用
爆
音
器
の

適
切
な
使
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
三
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

安
曇
野
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
新
市
建
設
計
画
）
の
変
更
に

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
安
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

政

市

し

ら

暮

実施機関 請求
件数

公開請求
公文書数

処　理　内　訳 不服
申し立て公開 部分公開 非公開 不存在 請求拒否 取り下げ

市長 48 8,296 7,727 564 1 3 0 1 1
議会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 2 5 4 0 0 1 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審
査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 50 8,301 7,731 564 1 4 0 1 1

実施機関
請求
件数

処理内訳 不服
申し立て開示 部分開示 非開示

市長 9 4 2 3 0
議会 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0
固定資産評価審
査委員会 0 0 0 0 0

合計 9 4 2 3 0
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中小企業退職金共済制度ご存知ですか？建退共制度

中退共制度は、中小企業で働く従業員の
ための外部積立型の退職金制度です。

掛け金の一部が国から助成されるほか、
税法上の優遇など、有利な特典があります
のでご利用ください。
問（独）勤労者退職金共済機構中小企業退職
　金共済事業本部
　（403・6907・1234）

この制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働
者の福祉増進と建設業を営む中小企業の振興を目的として設
立されました。事業主は、現場で働く労働者の共済手帳に働
いた日数に応じて掛け金となる共済証紙を貼り、その労働者
が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支
払うという、いわば業界全体での退職金制度です。
問独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業
　本部事業推進課（403・6731・2866）

寄附・寄贈のお礼　4/7 ～ 6/12【敬称略】

▷穂高神社　5 万円　交通整備事業のため▷赤松曉　3 万
円　ふるさと寄附▷小林義明　１万 5,000 円　車イス代の
一部として▷山田加奈子　1 万円　ふるさと寄附▷野口ひ
ろみ　2 万円　ふるさと寄附▷山村勇揮　2 万円　ふるさ
と寄附▷植原幸吉　2 万円　ふるさと寄附▷社団法人日本
禁煙友愛会明科支部長　堀ノ内虎男　禁煙ハンカチ135枚、
禁煙ノート 5 冊、ボックスティッシュ 10 箱　明科南保育
園へ▷荒芝睦子　お手玉　100 個　市内保育園へ▷倉科輝
樹　1 万円　ふるさと寄附

え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

湯
多
里
山
の
神
で
は
施
設
改
修
工
事

の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

9
月
１
日
（
月
）
か
ら

10
月
31
日
（
金
）
ま
で
の
2
カ
月
間

犬
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
毎
日
を

安
全
で
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
し
つ
け

方
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
と
近
隣
市
町
村
に

在
住
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

▽
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部
会
員
で

あ
る
こ
と
。（
開
校
日
に
入
会
可
。

年
会
費
１
０
０
０
円
が
必
要
）

▽
参
加
犬
の
年
齢
が
生
後
3
カ
月
以
上

で
あ
る
こ
と
。

▽
狂
犬
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
や
各
種
予
防

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
あ
る
こ
と
。

●
定
員　

30
組
（
先
着
順
）

●
費
用　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
）

●
そ
の
他　

▽
開
校
日
は
犬
を
連
れ
て
こ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
犬
種
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
1
家
族
1

頭
が
基
本
で
す
。

●
申
し
込
み　

9
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
、
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部
事

務
局
（
40
・
１
９
４
３ 

47
・
９
２

９
３
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
技
講
習　

雨
天
の
場
合
、
翌
土
曜
日

総
務
省
・
長
野
県
・
安
曇
野
市
で
は
、

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象　

全
国
5
万
６
４
０
０
世
帯

●
市
内
対
象　

豊
科
・
穂
高
・
三
郷
の

一
部
地
域
、
合
計
36
世
帯

●
調
査
期
間　

2
人
以
上
の
世
帯
は

9
・
10
・
11
月
の
3
カ
月
、
単
身
世

帯
は
10
・
11
月
の
2
カ
月

●
調
査
方
法　

豊
科
・
穂
高
・
三
郷
地

域
か
ら
36
世
帯
を
抽
出
し
ま
す
。
調

査
対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
家

計
簿
な
ど
４
種
類
の
調
査
票
を
配
布

し
、
回
収
時
に
質
問
に
よ
り
聞
き
取

り
調
査
し
ま
す
。

●
調
査
票
の
取
り
扱
い　

記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

や
、
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
入
い
た
だ
い

た
調
査
票
の
情
報
の
保
護
に
は
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
の
結
果　

国
や
都
道
府
県
、
市

町
村
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考

●
申
し
込
み　

9
月
末
日
ま
で
に
作
品

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
で
取
り
ま
と
め
て
主
催
者
（
長
野

朝
日
放
送
）
へ
郵
送
し
ま
す
。

市
が
加
入
し
て
い
る
「
大
糸
線
利
用

促
進
輸
送
強
化
期
成
同
盟
会
」
で
は
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
大
糸
線
カ
レ

ン
ダ
ー
作
成
に
使
用
す
る
大
糸
線
沿
線

の
8
市
町
村
（
松
本
市
・
安
曇
野
市
・

松
川
村
・
池
田
町
・
大
町
市
・
白
馬
村
・

小
谷
村
・
糸
魚
川
市
）
の
四
季
折
々
の

風
景
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
用
写
真
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
写
真
に

限
る
）
※
一
人
4
点
ま
で

●
副
賞　

採
用
者
に
は
完
成
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
と
８
０
０
０
円
相
当
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

9
月
30
日
（
火
）
午
後

5
時
ま
で　

※
当
日
消
印
有
効

●
募
集
要
領
等　

応
募
方
法
等
は
大
町

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク

し
て
い
ま
す
）。

市
の
観
光
や
自
然
、
文
化
な
ど
を
宣

伝
す
る
Ｃ
Ｍ
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
）
作
品

を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
作
品
内
容　

市
の
特
徴
を
表
現
し
た

30
秒
間
の
未
発
表
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
作

品
●
応
募
点
数　

１
団
体
１
点
ま
で

●
対
象
者　

各
種
団
体
、
市
民
、
勤
務

者
、
学
生
・
生
徒
な
ど

●
作
品
規
格　

家
庭
用
・
業
務
用
ビ
デ

オ
（
静
止
画
像
も
可
）

●
参
加
費　

無
料
（
制
作
費
は
応
募
者

負
担
）

せ

ら

知

お全
国
消
費
実
態
調
査

問
三
情
報
統
計
課
統
計
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

湯
多
里
山
の
神　

改
修
工
事
に
伴
う
休
館

問
穂
観
光
交
流
促
進
課

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

平
成
26
年
度

秋
季　

愛
犬
し
つ
け
方
教
室

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

第
14
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ビ
デ
オ
作
品
を
募
集

問
本
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

集

募

内　容 日　時 場　所
開校式

（学科講習）
9月21日（日）

午後1時30分～4時
三郷公民館
第 1・2 講義室

実
技
講
習

第１回 9月28日（日）
午前9時30分～11時 豊科南部総合公園

第２回 10月 5日（日）
午前9時30分～11時

堀金支所南側
駐車場

第３回 10月12日（日）
午前9時30分～11時

豊科南部総合公園第４回 10月19日（日）
午前9時30分～11時

閉校式
（実技講習）

10月26日（日）
午前9時30分～正午

平
成
27
年
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
用
の
写
真
を
募
集

問
安
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成
同

盟
会
事
務
局
（
大
町
市
役
所
情
報
交

通
課
交
通
政
策
係
大
町
市
情
報
セ
ン

タ
ー
内
）

（

０
２
６
１
・
85
・
０
０
７
０

０
２
６
１
・
21
・
３
８
０
１
）

7 月分の空間放射線量
穂高庁舎で測定された値は健康に影響のな

いものでした。詳しくは市ホームページをご
覧ください。
問穂環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

7/1（火） 7/8（火） 7/15（火）7/22（火）7/29（火）

穂高庁舎 0.09 0.1 0.1 0.1 0.09

申請者
ソフトバンクモバイル株式会社東日本モ
バイルエリア本部関東技術部
部長　小笠原　篤司

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市明科中川手 5616 番１
申請の目的 携帯電話基地局

申請者 株式会社サンワ
代表取締役　笠原　里香

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市豊科 1250 番１、1295 番１
申請の目的 建売住宅（６戸）

申請者
ソフトバンクモバイル株式会社東日本モ
バイルエリア本部関東技術部
部長　小笠原　篤司

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高有明 7568 番６
申請の目的 携帯電話基地局

申請者 オリックス株式会社
代表執行役　井上　亮

認定日 平成 26 年 7 月 15 日

申請場所 安曇野市穂高有明 4548 番１、4579 番２、
同番３、4580 番２、同番３、5005 番３

申請の目的 太陽光発電施設

申請者 栗原　定美、高田　昌幸、有限会社杉浦
建材工業　代表取締役　杉浦　進

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高有明 8336 番１
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 株式会社アイネット
代表取締役　中越　慎介

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高牧 2192 番２、同番３
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 株式会社アイネット
代表取締役　中越　慎介

認定日 平成 26 年 7 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高牧 2335 番２　外 25 筆
申請の目的 太陽光発電施設

問豊建築住宅課開発調整係
　472・3111 ㈹ 672・3569

市が認定した特定開発事業
まちづくりの目標像および基本方針に反し

ない内容の開発事業として、以下の事業を認
定しました。
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交通安全ファミリー作文コンクール作品の募集受信環境クリーン図案コンクール作品募集

内閣府と交通安全関係団体では、交通安全ファミ
リー作文コンクールの作品を募集しています。交通
安全について学校や家庭で話していることや実践例・
体験談などをお寄せください。
●応募期間　9 月 10 日（水）まで（消印有効）
●応募方法　応募区分、送付方法など詳しくは、下

記までお問い合わせください。
問内閣府政策統括官付交通安全啓発担当（403･3581･

1182）または事務局：アーツアンドクラフツ㈱「交
通安全ファミリー作文係」（40422・27・6622）

信越受信環境クリーン協議会では、テレビやラジ
オをきれいな画面や音声でお楽しみいただけるよう、
テレビ放送やポスターなどのキャンペーン用として
放送受信に関するポスター図案を募集します。独創
性のある作品をお待ちしています。入賞者には賞状
と副賞が贈られます。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。
●対象　中学生の皆さん
●応募の締切　9 月 1 日（月）
問信越受信環境クリーン協議会（4026・234・9991）

戦後、引き揚げ時に税関等に預けられた証券等の返還 夜の公園ではお静かに

税関では、終戦後に外地から引き揚げて来られた皆さ
んが税関などに預けられた証券等を保管・整理し、返還
しています。心当たりのある人は税関にお問い合わせく
ださい。
●返還している証券等

帰国前に、在外交館や日本人会に預けられた通貨・証
券類のうち、その後日本に返還されたもの。

上陸地の税関、海運局に預けられた通貨・証券類など。
問名古屋税関　監視部監視通関部門
　（4052・654・4060）

公園利用者や近所の皆さんに迷
惑を掛けないよう、夜に大声を出
すなど騒音となる行為や火災原因
となる危険な行為はやめ、お互い
にマナーを守り安全・快適に利用
しましょう。
問豊都市計画課公園緑地係

（472・3111 ㈹ 672・3569）

０
２
６
・
２
３
４
・
０
３
３
０

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.
pref.nagano.lg.jp/shinrin/
sangyo/ringyo/shokujusai/
dai67kai.htm

l

県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

▽
空
き
家
募
集
（
10
月
1
日
に
入
居
が

可
能
な
住
宅
の
募
集
）

▽
補
欠
募
集
（
募
集
時
に
空
き
家
は
な

い
が
、
6
カ
月
以
内
に
空
き
家
が
出

た
場
合
の
募
集
）

●
応
募
資
格　

▽
県
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
結
婚
予
定
含
む
）
が
あ
る
こ
と

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

▽
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
申
込
者
と
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

●
募
集
団
地　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅
（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
月
）
か
ら

9
月
3
日
（
水
）
の
間
に
必
要
書
類

を
揃
え
て
、
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
土
日
も
受
け
付
け
ま
す
）。

安
曇
野
市
を
含
め
た
8
市
町
村
で
構

成
す
る
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組
合

で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
職
種　

介
護
職
員
（
嘱
託
・
臨
時
）

●
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
ま
た
は
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
終
了
以
上
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
人

●
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

●
勤
務
地　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮

（
松
本
市
波
田
６
８
５
７
番
地
）

●
申
し
込
み　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、同
施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心

寮
（

92
・
１
０
２
０
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
春
、
長
野
県
で
「
第
67
回

全
国
植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
大
会
の
開
催
を
広
く
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
、
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
「
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

▽
Ａ
4
サ
イ
ズ
の
白
紙

１
枚
に
１
作
品
と
し
ま
す
。
▽
用
紙

の
向
き
は
縦
と
し
、
天
地
左
右
2
・

5
㌢
の
余
白
を
取
り
、
範
囲
内
に
デ

ザ
イ
ン
し
、上
部
余
白
中
央
に「
上
」、

表
面
余
白
に
、
制
作
の
思
い
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。
▽
裏
面
に
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
は
、

学
校
名
・
学
年
）
を
記
載
し
、
郵
送

な
ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切　

9
月
12
日
（
金
）

※
応
募
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
窓
口
と

耕
地
林
務
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
８
０
︲
８
５
７
０

　

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２

︲
２　

第
67
回
全
国
植
樹
祭
長
野
県

実
行
委
員
会
事
務
局
（
長
野
県
森
林

づ
く
り
推
進
課
全
国
植
樹
祭
係
）

０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
７
６

午
前
9
時
～
午
後
１
時

●
講
師　

征そ

や

の
矢
野 

久ひ
さ

さ
ん
（
洋
画
家
）

●
参
加
賞　

Ａ
3
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

●
対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
未
満

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

30
人
（
保
護
者
の
付
き
添
い

は
除
く
）

●
費
用　

大
人
２
０
０
円
（
小
学
生
以

下
無
料
）

●
申
し
込
み　

9
月
１
日
（
月
）
ま
で

に
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る
り
ん
広

場
」
で
は
、
活
動
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
の
ポ
イ
ン
ト

と
コ
ツ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
6
日
（
土
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分（
受
付
午
後
０
時
30
分
）

●
講
師　

山
本
章
三
さ
ん
（
市
民
タ
イ

ム
ス
編
集
局
長
）

●
場
所　

く
る
り
ん
広
場　

2
Ｆ
南
会

議
室

●
費
用　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
（
準

備
で
き
る
人
）

●
対
象　

一
般
、
地
域
、
団
体
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
取
材
、
記
事
作
成
に
携

わ
っ
て
い
る
人
な
ど

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
月
）
ま
で

に
く
る
り
ん
広
場
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
小
学
生
ま

で
楽
し
め
る
「
第
7
回
ふ
ぁ
み
さ
ぽ
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。

●
内
容　

▽
メ
ー
ン
公
演「
ケ
イ
ス
ケ
」

さ
ん
に
よ
る
「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
不

思
議
な
演
技
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ

ー
」
ほ
か
▽
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど

●
日
時　

9
月
6
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（

73
・
７
１
４
３
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て

「
２
０
１
４
ア
ク
ア
ピ
ア
安
曇
野
ふ
れ

あ
い
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
6
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

ア
ク
ア
ピ
ア
安
曇
野
（
犀
川

安
曇
野
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場
）

●
内
容　

下
水
道
事
業
の
紹
介
、
処
理

場
見
学
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
子
ど

も
向
け
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
販
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど

万
水
川
な
ど
に
囲
ま
れ
た
緑
あ
ふ
れ

る
場
所
「
三
角
島
」。
三
角
島
ふ
る
さ

と
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
こ
の
場
所
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
ス
ケ
ッ
チ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

9
月
7
日
（
日
）

県
営
住
宅　

入
居
者
の
募
集

問
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（

47
・
０
２
４
０
）

第
67
回
全
国
植
樹
祭
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の

職
員
募
集

問
健
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

し

催ア
ク
ア
ピ
ア

安
曇
野
ふ
れ
あ
い
デ
ー

問
豊
下
水
道
課
維
持
管
理
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
２
５
１
０
）

安
曇
野
建
設
事
務
所
公
園
下
水
道
課

（

72
・
８
８
８
０
㈹
）

三
角
島
を
親
子
で
描
く
イ
ベ
ン
ト

問
穂
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

く
る
り
ん
広
場
講
座

取
材
の
仕
方　

分
か
り
や
す
い
記
事
の
書
き
方

問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
く
る
り
ん
広
場
」

（

82
・
１
９
２
２
）

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
～

第
７
回
ふ
ぁ
み
さ
ぽ
ま
つ
り

問
健
子
ど
も
支
援
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
８ 

81
・
０
７
０
３
）

17
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定
ク
イ

ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
③　

問
題
２
…
②

問
題
３
…
②　

問
題
４
…
④
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援
の
内
容
・
方
法
な
ど
を
理
解
し
た

上
で
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ご
登
録
い
た
だ
き
ま
す
。

学
校
と
地
域
住
民
を
結
び
つ
け
る
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
本
部
の
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
力
を
発
揮
し

た
い
人
は
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
豊
科
地
域

豊
科
南
小
学
校
…
川か
わ
ぐ
ち口
邦く
に
ひ
ろ博

豊
科
北
小
学
校
…
丸ま
る
や
ま山
紀の
り
こ子

豊
科
東
小
学
校
…
内う
ち
か
わ川　

淳あ
つ
し

豊
科
南
中
学
校
…
時と
き
た田
岩い
わ
え江

豊
科
北
中
学
校
…
臼う

す
い井
久ひ
さ
お夫

▽
穂
高
地
域

穂
高
南
小
学
校
…
平ひ
ら
ば
や
し林
佳よ
し
き樹

穂
高
北
小
学
校
…
内う
ち
か
わ山
房ふ
さ
こ子

穂
高
西
小
学
校
…
江え
ぐ
さ草
暁あ
き
と登

穂
高
東
中
学
校
…
浅あ

さ
か
わ川
恭や
す
か
つ克

穂
高
西
中
学
校
…
赤あ
か
ぬ
ま沼
美み

な

こ
奈
子

▽
三
郷
地
域

三
郷
小
学
校
…
峯み
ね
ぎ
し岸
芳よ
し
お夫

三
郷
中
学
校
…
丸ま
る
た田
功の
り
こ子

▽
堀
金
地
域

堀
金
小
学
校
…
北き

た
ば
や
し林
則の
り
こ子

堀
金
中
学
校
…
猿さ
る
た田
ち
と
せ

▽
明
科
地
域

明
南
小
学
校
…
勝か
つ
い
え家　

満み
つ
る

明
北
小
学
校
…
伊い
と
う藤
文ふ
み
お男

明
科
中
学
校
…
遠え
ん
ど
う藤
宏こ
う
い
ち一

借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
、

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債

務
者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

●
対
象　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
人

●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
県
松
本
合
同
庁
舎
４
階
）

●
申
し
込
み　

8
月
26
日
（
火
）
か
ら

9
月
9
日
（
火
）
ま
で
（
土
、
日
を

除
く
）
の
間
に
松
本
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（

40
・
３
６
６
０
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
、
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

「
放
課
後
学
習
室
」
は
、
高
学
年
の

児
童
の
学
習
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
す

る
こ
と
や
、
学
習
意
欲
・
理
解
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
期
間　

平
成
27
年
3
月
下
旬
ま

で
●
日
時　

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後

　

午
後
3
時
～
4
時

●
場
所　

市
内
各
小
学
校

●
対
象　

高
学
年
児
童

●
参
加
児
童　

各
校
20
人
程
度

●
対
象
者　

小
学
生
の
学
習
指
導
に
関

心
が
あ
る
人
。
年
齢
や
性
別
、
教
員

免
許
や
学
習
指
導
の
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
内
容　

主
と
し
て
算
数
や
国
語
の
学

習
支
援
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
受
け
た

質
問
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
理
解

を
深
め
ま
す
。

●
応
募
等　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

教
育
指
導
室
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
放
課
後
学
習
室
や
支

育

教放
課
後
学
習
室
の
指
導
者
募
集

問
教
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

（

62
・
０
１
３
３ 

62
・
５
７
２
１
）

学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

問
教
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

（

62
・
０
１
３
３ 

62
・
５
７
２
１
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
市
民
相
談
室

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

平成 26 年度自衛官等の募集
防衛省では、特別職国家公務員「自衛官等」の受付と試験を行います。

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

陸上自衛官（看護）

男
女

看護師免許を有し、保健師・助産師免許
を有する（見込含）36 歳未満の者　  　

９月 1 日（月）～
30 日（火） 11 月 29 日（土）

防衛大学校
学生

推薦
高卒（見込含）21 歳未満で成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者 ９月５日（金）

～９日（火）
９月 27 日（土）・28 日（日）（2 日間）

総合選抜 高卒（見込含）21 歳未満の者
（自衛官は 23 歳未満）

１次　 9 月 27 日（土）
２次　11 月 1 日（土）・２日（日）

一般（前期）
９月５日（金）
～ 30 日（火）

１次　11 月 8 日（土）・９日（日）
２次　12 月 9 日（火）～ 13 日（土）

防衛医科大学校医学科学生
高卒（見込含）21 歳未満

１次　11 月 1 日（土）・２日（日）
２次　12 月 17 日（水）～ 19 日（金）

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官コース）  　

１次　10 月 18 日（土）
２次　11 月 29 日（土）・30 日（日）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」436・2787

平
成
21
年
5
月
21
日
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
5
年
が
経
過
し
た
「
裁
判
員
制
度
」。

平
成
25
年
12
月
ま
で
に
６
０
６
０
人
の

被
告
人
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。「
裁
判
員
制
度
」
は
、
私
た
ち
一

般
市
民
が
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑

事
事
件
の
裁
判
に
裁
判
員
と
し
て
参
加

し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪

か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

問
長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
０
２
６
・
４
０
３
・
２
０
０
８
）ま
た
は

安
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

裁
判
員
裁
判
が
行
わ
れ
た
の
は

ど
ん
な
事
件
？

平
成
25
年
12
月
ま
で
に
、強
盗
致
傷

事
件
（
１
３
４
８
人
）、殺
人
事
件
（
１

３
４
２
人
）、傷
害
致
死
事
件
（
５
９
５

人
）、な
ど
の
事
件
で
裁
判
員
裁
判
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が

選
ば
れ
た
の
？

平
成
25
年
12
月
ま
で
に
選
任
さ
れ
た

裁
判
員
の
数
は
全
国
で
３
万
４
８
９
６

人
で
し
た
。

何
日
く
ら
い
参
加
す
る
の
？

平
成
25
年
12
月
ま
で
に
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
っ

た
事
件
の
う
ち
、約
5
割
の
事
件
が
4

日
以
内
で
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
感
想
は
？

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
は
、5
割
以

上
の
人
が
「
あ
ま
り
や
り
た
く
な
か
っ

た
」「
や
り
た
く
な
か
っ
た
」と
答
え
て
い

ま
し
た
が
、参
加
し
た
後
で
は
9
割
以

上
の
人
が
「
非
常
に
よ
い
経
験
と
感
じ

た
」「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」と
回
答
。裁

判
員
の
職
務
に
従
事
し
て
、充
実
感
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

uhttp://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

ちょっと教えて！

裁判員裁判の

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

マレットゴルフ
初心者講習会

マレットゴルフを始めません
か。年齢に関係なくだれでも
楽しめます。基本的な技術や
ルールを、日本マレットゴル
フ協会の A 級公認指導員が指
導します。筆記用具、マレッ
トゴルフのボール、スティッ
クをご持参ください。貸し出
しもできます。

日：9月22日（月）
　8：40 ～正午
場：豊科水辺公園マ

レットゴルフ場

対：一般市民
定：15 人
費：無料

申：9 月 1 日（月）～ 15
日（月）の間に浅川日
出男さん（豊科マレッ
ト ゴ ル フ 協 会 472・
1142）、または市体育
協会事務局で受け付け
ます。（488・3516）　

長野県技術専門校
平成 27年度
入校生の募集

県下７校の技術専門校では、
平成 27 年度入校の訓練生を募
集します。

日：受付期間　推薦
入 校　10 月 １ 日

（水）～ 17 日（金）、
一 般 入 校　11 月
5 日（ 水 ） ～ 19
日（水）

対： 推 薦　 平 成 26 年 4
月以降から 27 年 3 月
までに高等学校卒業（見
込み）で、技術・技能
の学習に意欲があり、
高等学校長の推薦があ
る人
一般　高等学校卒業（ま
たは同等）以上で、技術・
技能の学習に意欲のあ
る人

費： 受験料 2,200 円、授
業料 118,800 円（年額）
など

申：長野県人材育成課
（4026・235・7199

　6026・235・7328）
かハローワーク松本

（427・0111 627・
0041）

長野県松本技術
専門校
平成 27年度
入校生募集

訓練期間　平成 27 年４月～２
年間
募集科：電気建築設備科（定
員 30 人）、自動車整備科（定
員 25 人）、建築科（定員 20 人）

申：長野県松本技術専門
校（458・3158

　685・1412）

談

相

◇お詫びと訂正◇広報あづみの７月23日発行（190号）
24ページ　平成27年度職員採用試験　募集内容　保育士　中級（経験者）　【誤】５年以上の職務経験を有している人　【正】４年
32ページ　正しい姿勢づくり　【誤】食堂　【正】食道　お詫びして訂正いたします。

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー
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市
の
成
り
立
ち
や
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

の
歩
み
が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

●
販
売
窓
口　

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

穂
高
郷
土
資
料
館

83
・
８
８
４
４ 

83
・
８
８
４
４

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館　

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

穂
高
会
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

堀
金
公
民
館　

72
・
５
７
９
６ 

72
・
５
８
０
１

明
科
公
民
館　

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

旧
町
村
の
広
報
縮
刷
版
で
す
。
各
地

域
の
出
来
事
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
購

入
く
だ
さ
い
。

●
販
売
窓
口　

本
庁
舎
秘
書
広
報
課

【
町
村
誌
・
広
報
縮
刷
版
共
通
】

※
都
合
に
よ
り
窓
口
に
お
越
し
に
な
れ

な
い
場
合
に
は
、
各
担
当
課
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。郵
送（
送

料
は
自
己
負
担
）
に
よ
り
送
付
し
ま

す
。
セ
ッ
ト
組
み
の
場
合
は
バ
ラ
売

り
し
ま
せ
ん
。

物

行

刊

市
旧
町
村
誌
な
ど
を
販
売
中

問
教
文
化
課
文
化
財
保
護
係

（

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５
）

旧
町
村
広
報
縮
刷
版
を
販
売
中

問
本
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

□旧町村誌等

□旧町村広報縮刷版等

書　　　　名 発行年 価　　格 販売窓口

豊科町誌（全３巻・付図） 1995～1997年 3巻セット 8,000円 豊科郷土博物館

豊科町誌（別編民俗Ⅱ） 1999年 3,000円 豊科郷土博物館

穂高町誌（全３巻・附図） 1991年 3巻セット 8,000円 豊科郷土博物館、穂高会館

三郷村誌Ⅰ 1980年 5,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ（全５巻） 2004～2006年 5巻セット 15,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ第１巻（自然編） 2004年 6,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ第２巻（歴史編上） 2006年 4,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ第３巻（歴史編下） 2006年 4,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ第４巻（村落誌編） 2006年 4,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ第５巻（民俗編） 2004年 4,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ（資料編・写真編） 2009年 2巻セット 8,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ（資料編） 2009年 3,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村誌Ⅱ（写真編） 2009年 6,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

堀金村誌（上下２巻） 1991～1992年 2巻セット 10,000円 豊科郷土博物館、堀金公民館

堀金村誌　上巻（自然・歴史編） 1991年 5,000円 豊科郷土博物館、堀金公民館

堀金村誌　下巻（近現代・民俗編） 1992年 5,000円 豊科郷土博物館、堀金公民館

明科町史（自然編） 2007年 5,000円 豊科郷土博物館、明科公民館

安曇野風土記Ⅰ 2013年 864円

豊科郷土博物館、貞享義民記念館、穂高郷土資料館、
髙橋節郎記念美術館、穂高・三郷・堀金・明科公民館、
穂高交流学習センター「みらい」、豊科交流学習センター

「きぼう」

安曇野市の無形民俗文化財 2011年 1,000円 豊科郷土博物館

穂高町の絵馬 1997年 800円 豊科郷土博物館、穂高郷土資料館

明科の社寺文化財　※残部僅少 1986年 3,000円 豊科郷土博物館

書　　　　名 発行年 価　　格 販売窓口

信州安曇野長尾組与手代御用留日記（上） 1994年 5,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

信州安曇野長尾組与手代御用留日記（下） 1996年 6,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

安曇野みさとの社寺建築と舞台 2000年 2,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村の成り立ち 1996年 1,000円 貞享義民記念館、三郷公民館

三郷村の碑文－筆塚・記念碑・文学碑－※残部僅少 2002年 　1,000円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

貞享義民一揆の実像 2002年 1,543円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館

三郷文化（季刊誌）　※在庫はお問い合わせください。 1982～2011年 各500円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

安曇野文化（季刊誌）　※在庫はお問い合わせください。 2011年～ 各500円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

穂高町の石造文化財（解説・資料編）（写真編） 1994年 2巻セット 8,000円 豊科郷土博物館、穂高会館

豊科町の石造文化財（碑編） 1982年 800円 豊科郷土博物館

昭和を生きた郷土の彫刻家たち 1994年 3,000円 豊科郷土博物館

豊科町　道祖神＆文化財マップ 1995年 200円 豊科郷土博物館

土器づくりのムラへの招待 1999年 500円 豊科郷土博物館

善の綱　ふるさと三郷２ 1997年 500円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

りんご村への道　ふるさと三郷３ 1998年 500円 豊科郷土博物館、貞享義民記念館、三郷公民館

（次ページに続く）

書　　　　名 発行年 価　　格 販売窓口

広報とよしな縮刷版（№ 1 －№ 200） 1982 年 5,500 円 本庁舎内秘書広報課

広報とよしな縮刷版（№ 201 －№ 489） 2005 年 ２巻セット 3,000 円 本庁舎内秘書広報課

町報ほたか縮刷版（№ 1 －№ 100） 1978 年 3,000 円 本庁舎内秘書広報課

広報あかしな縮刷版（№ 201 －№ 400） 2005 年 6,000 円 本庁舎内秘書広報課

堀金公民館報縮刷版（第 4 号：№ 386 －№ 450） 2006 年 1,500 円 堀金公民館
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幼
児
期
か
ら

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て

心
と
体
を
健
や
か
に
！

♪
子
ど
も
を
健
や
か
に
す
る
ホ
ル
モ
ン

人
間
は
、
睡
眠
時
に
大
切
な
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

脳
や
体
の
成
長
に
必
要
な
成
長
ホ
ル

モ
ン
や
情
緒
の
安
定
、
性
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
影
響
の
あ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
な
ど

の
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
は
睡
眠
時
に
分
泌

が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
特
に
成
長
ホ
ル

モ
ン
は
午
後
9
時
頃
か
ら
午
前
0
時
頃

に
集
中
し
て
分
泌
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
遅
く
と
も
午
後
9
時
頃
ま
で
に
は

眠
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♪
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
ポ
イ
ン
ト

▽
毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
（
午
前
6
時
～

7
時
）
に
起
こ
し
ま
す
。
朝
の
光
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
て
体
内
時
計
を
リ
セ

ッ
ト
し
ま
す
。
前
日
の
就
寝
が
遅
く

て
も
、
朝
は
い
つ
も
と
同
じ
時
間
に

厚
生
労
働
省
は
、
健
康
長
寿
を
達
成

す
る
た
め
に
「
1
に
運
動
、2
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ
」
と

い
う
標
語
を
掲
げ
、
平
成
24
年
3
月
に

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
指

針
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
）」
を
発
表

し
ま
し
た
。
身
体
活
動
・
運
動
の
奨
励

は
、
単
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
だ
け
で

は
な
く
、
健
康
寿
命
に
関
わ
る
運
動
器

の
機
能
低
下
や
認
知
症
の
予
防
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ

イ
ド
で
は
全
年
齢
層
に
お
い
て
「
今
よ

り
10
分
多
く
身
体
を
動
か
す
」
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
今
日
か
ら
10
分
多
く
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

▽
午
前
中
は
外
で
体
を
使
っ
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。
昼
間
の
活
動
量
は
お
昼
寝

や
夜
の
睡
眠
に
も
影
響
し
ま
す
。

▽
昼
寝
は
1
～
2
時
間
ほ
ど
に
し
て
、

午
後
3
時
頃
ま
で
に
は
起
こ
し
ま

す
。
昼
寝
の
時
間
が
遅
く
な
る
と
就

寝
時
間
に
影
響
し
ま
す
。

▽
夕
食
は
午
後
7
時
30
分
頃
ま
で
に
済

ま
せ
、
お
風
呂
は
就
寝
時
間
の
１
時

間
前
く
ら
い
ま
で
に
入
り
ま
す
。

▽
就
寝
前
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て
絵
本
を

読
む
な
ど
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
す
。

寝
る
前
に
興
奮
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
寝
室
に
入
り

電
気
を
消
し
ま
す
。

♪
生
活
リ
ズ
ム
は
す
べ
て
の
基
本

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
に
合
わ
せ
て
生
活
す
る
こ
と
で

子
ど
も
の
情
緒
が
安
定
し
ま
す
。
そ
う

す
る
と
昼
間
の
泣
き
ぐ
ず
り
が
減
り
、

●
こ
ん
な
機
会
に
プ
ラ
ス
テ
ン

▽
近
所
ま
で
徒
歩
で
ゴ
ミ
捨
て

▽
買
い
物
の
際
に
、
余
分
に
お
店
の
中

を
一
回
り

▽
駐
車
場
利
用
時
は
、
入
口
か
ら
遠
く

に
駐
車

▽
エ
レ
ベ
ー
タ
よ
り
階
段
を
活
用

短
い
時
間
の
積
み
重
ね
で
も
、
図
１

の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

元
気
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
外
か
ら
の
刺
激
を
吸
収
し
や
す
く

な
り
子
育
て
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
は
自
然
に
は
身
に
付
か

な
い
の
で
、
周
り
の
大
人
が
整
え
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て

子
ど
も
の
心
と
体
を
健
や
か
に
育
て
ま

し
ょ
う
。

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

ち
ょ
こ
っ
と
運
動
で
イ
キ
イ
キ
生
活

今
月 の

レ
シ ピ

材料（4 人分）
なす　2 個、トマト　1 個、大根　160㌘
　　砂糖　小さじ 2
　　塩　小さじ 1/2
　　薄口しょうゆ　小さじ 1 と 1/3
　　酢　大さじ 2
小ネギ　少々

作り方
① なすは、小さめの乱切りにし、油で揚げる。
② トマトは、1.5㎝角に切る。
③ 大根は、おろして水けを軽く切っておく。
④ ③にａを入れて混ぜ、①と②を合わせて和える。
⑤ 小ネギは、小口切りにして、④の上に散らす。

紹介者

農村生活マイスター　

内川 純子さん
（明科中川手）

揚げなすとトマトの
おろし和え

西洋では「トマトが赤くなると医者が青くなる」と言うこと
わざがあります。栄養価の高いトマトが出始めると、病人が少
なくなるので、医者が暇になると言うことでしょう。また、夏
野菜はほてった体を冷やしてくれます。

家庭菜園等で沢山採れたトマトは、湯むきして切り、ビニー
ル袋に入れて冷凍保存すれば、冬にもシチューやスパゲティな
どに利用できます。

ａ

�
�
�
�
�

図 1

ここから

＋10分（プラス・テン）

＋ 10分の長期的効果

死亡リスク
2.8％減少

ガン発症リスク
3.2％減少

ロコモティブシンドロームや
認知症発症のリスク

8.8％減少

生活習慣病発症リスク
3.6％減少

※ロコモティブシンドロームとは、運
動器の衰えや障がいで、要介護にな
るリスクが高まる状態のこと。

長野県版　身体活動ガイドライン
健康づくりのための身体活動基準 2013
アクティブガイド参照

姿
勢
を
意
識
し
て

こ
ま
め
に
歩
く
の
が
カ
ギ
！
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9月 (September)の予定

10日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

19日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

9 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

11日（木）	（予約日：4日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室 1
25日（木）	（予約日：18日（木））
場穂高支所　大会議室
13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約

平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

9 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

9 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

7日（日） 14日（日） 15日（月・祝） 21日（日） 23日（火・祝） 28日（日）
古 川 整 形 外 科
82-8880［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

丸 山 歯 科 医 院
72-2202［豊科］

飯 田 歯 科 医 院
73-7618［豊科］

ヒ カ リ 歯 科 医 院
82-8171［穂高］

布 山 歯 科 医 院
77-6388［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 15・23 日は除く

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 15・23 日は除く

場問教育相談室（堀金公民館内）（℡71-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

18日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

20日（土）場堀金公民館　※子どもに関する人権相談日です。
26日（金）場堀金支所
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

８日（月）・★ 22日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
９日（火）・★ 22日（月）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
10日（水）・★ 24日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
11日（木）・★ 25日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
12日（金）・★ 26日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	４・18日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 ９日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	10・24日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
	11・25日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
	 16日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

1日（月）・4日（木）・8日（月）・22日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

11・18・25日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

５日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

3・10・17日（水）　※ 3・17 日は家族会

場豊科交流学習センター「きぼう」2 階
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	お話ムーン	 １・８日（月）	 11：00 ～ 11：20
	キッズパーク 運動会	 16・17日	 10：30 ～ 11：30

100円  登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。
★各日の対象年齢：16日（火）は２歳児以上対象、17日（水）は１歳児対象。

	 みんなあつまれ キッズリユース会	 24日（水）	 11：00 ～ 11：30
	 ★出品される方は10：00 ～ 10：50までにお越しください。

	 育児相談	 26日（金）	 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク リズム遊び	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。★各日の対
象年齢：２日（火）は２歳児以上対象、３日（水）は１歳児対象、４日（木）
は０歳児対象。

	 チャレンジタイム	 ６日（土）	 10：00 ～ 11：30	 ウインナーパン作り
要予約 100円  対象：小学生　定員：20人　持ち物：帽子、飲み物、エプロン、
三角巾　★おいしいウインナーパン作りに挑戦しよう。

	キッズパーク うんどうかい	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30
100円  登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。持

ち物：帽子・飲み物・動きやすい服装　★各日の対象年齢：16日（火）は２歳
児以上対象、17日（水）は１歳児対象、18日（木）は０歳児対象。

	読み聞かせ （おはなしムーンさん）	 18日（木）	 11：00 ～ 11：30
	 育児相談	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ （コロボックルさん）	 25日（木）	 11：00 ～ 11：30

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

	みんなあつまれ お月見だんご	 ３日（水）	 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  定員：25人　★お月見だんごを作って食べ、季節の行事を楽しみましょう。

	読み聞かせ	 5・12・19・26日	 11：00 ～ 11：20
	 第1・4週はおはなしどりぃむさん 　第2・3週は坂井節子さんがお話をしてくれます。
	 どんなお話がきけるかな？

	 チャレンジタイム 水鉄砲大会	６日（土）	 10：00 ～ 12：00
要予約  対象：小学生　定員：10人　★どちらが早く的を射とめられるかな？決戦だぁ！

	育児相談 丸山篤子さん	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00
身体測定は10：00 ～ 12：00。★丸山篤子さんが寄り添ってお話を聞いてく
れます。ホッとできるひと時を。

	ヨガを楽しもう！	 24日（水）	 10：30 ～ 11：30
要予約  定員：25 人　持ち物：汗ふきタオル　★体が楽になり、元気が湧いてく
るそんなヨガ。マタニティの方も参加できますよ。お子さんもご一緒にどうぞ！

	お下がり会	 26日（金）	 10：30 ～ 11：10
★お家で着なくなった洋服、おもちゃなどをお持ち下さい。当日持ち込み
できない方はご相談下さい。

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ	 １日（月）	 11：00 ～ 11：30
★読み聞かせボランティアさんによる絵本・手遊びなど親子で楽しんでく
ださい。

	みんなあつまれ	 16日（火）	 10：30 ～ 11：30
要予約  定員20組　★ビクトリア調のたまごポプリづくりを楽しみませんか。

	育児相談	 17日（水）	 10：00 ～ 12：00
	 ★相談予約受け付けます。直接児童館に連絡して下さい。

	読み聞かせ（スマイルさん）	 19日（金）	 11：00 ～ 11：30
★楽しいパネルシアター・手遊びなどいっぱいです。

	子育て勉強会	 25日（木）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  定員 20組★災害が起きた時の炊き出しを体験します。い
つ災害にあうかわかりません。これを機会に親子で体験してみましょう。

TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★穂高西部児童館

	子育て勉強会 交通あんぜん教室	５日（金）	 10：30 ～ 11：30
要予約  定員：25組　★腹話術やきぐるみ動物さんから交通安全のお話を聞きましょう！

	読み聞かせ （おはなしどりぃむさん）	 ８日（月）	 11：20 ～ 11：40
	育児相談	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00

	 身体測定は 10：00 ～ 12：00　★身体測定はねんねのあかちゃんも測れます。

	キッズパーク うんどうかい	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30
100円  登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。持ち物：飲み物・タオル・帽子。

★各日の対象年齢：16日（火）は２歳児以上対象、17日（水）は１歳児対象、18日（木）は０歳児対象。

	みんなあつまれ おはぎ作り	 24日（水）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員20組　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物　★親子でおはぎを作ってみませんか？

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク リズム遊び	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。★各日の対象年齢：
２日（火）は２歳児以上対象、３日（水）は１歳児対象、４日（木）は０歳児対象。

	育児相談	 ８日（月）	 10：30 ～ 12：00
	みんなあつまれ	 12日（金）	 11：00 ～ 12：00	 大好評！流しそうめん第 2 弾！
要予約 100円  定員：30組程度　持ち物：お椀、箸かフォーク、帽子、飲み物　
★皆様のご要望にお応えして第 2弾を行います！  前回とは違うものが流れてくるかも!?

	キッズパーク	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30	 うんどうかい
登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。★各日の対象年齢：16日（火）
は２歳児以上対象、17日（水）は１歳児対象、18日（木）は０歳児対象。

	 チャレンジタイム	 27日（土）	 14：00 ～ 15：00	みんな大好きグミ作り
要予約 150円  対象：小学生　定員：10人程度　持ち物：エプロン、三角
巾、飲み物　★ゼラチンとジュースでみんな大好きなグミを手作りしよう！
グミの型はお持ち帰りできます！

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	 キッズリユース おさがり会	 ５日（金）	 10：30 ～ 11：15
	 ★出品者は申し込みの上、10：00までにお越しください。

	 育児相談・身体測定	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 荒深たつ子さん　★身体測定は 10：00 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク おやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30	
登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。★各日の対
象年齢：２日（火）は２歳児以上対象、３日（水）は１歳児対象、４日（木）
は０歳児対象。

	 育児相談 丸山篤子さん	 ４日（木）	 10：30 ～ 12：00
	 ★相談員さんにゆっくりお話を聞いてもらいましょう♪ほっと安心できます。

	 キッズパーク うんどうかい	 17・18日	 10：30 ～ 11：30
				   （17 日は 10：00 ～）

登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。持ち物：飲み
物・タオル・帽子。★各日の対象年齢：17日（水）は２歳児以上・１歳児対象、
18日（木）は０歳児対象。

	 お話の時間 ひばりの会さん	 18日（木）	 16：00 ～
★楽しい話、すてきな話、たいせつな話毎回いろいろなお話がでてきます♪

★豊科中央児童館
	 キッズパーク おやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30

100円  未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。★各日の対
象年齢：２日（火）は２歳児以上対象、３日（水）は１歳児対象、４日（木）
は０歳児対象。

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 ８日（月）	 11：00 ～
	 チャレンジタイム おやつ作り	 10日（水）	 16：00 ～ 17：00

要予約 100円  対象：小学生　定員：10人　持ち物：エプロン・三角巾
★簡単にできるおやつ作りをします。

	 育児相談 小川原容子さん	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 キッズパーク うんどうかい	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30

100円  登録制。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。
★各日の対象年齢：16日（火）は２歳児以上対象、17日（水）は１歳児対象、
18日（木）は０歳児対象。

	みんなあつまれ おもちゃ作り	 25日（木）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円  定員：20組。

	 チャレンジタイム卓球教室	 27日（土）	 14：00 ～ 15：00	 西村佐保子さん　対象：小学生以上

TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日
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2014. 8. 1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 98,760人（	－9）

	男 	 47,865人（	－13）

	女 	 50,895人（	＋4）

世帯 	 38,069世帯（	＋12）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000
豊 科 支 所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL 0263-72-3111	 FAX 0263-72-8340
穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL 0263-82-3131	 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

安曇野市メールサービスをご活用ください

市では、７月から防災情報の伝達手段の一つとして、火災・気象・地震などの
防災情報のメール配信サービスを始めました。ぜひ、ご利用ください。

１　配信する情報
（１）国・県・市からの緊急情報

①気象、地震情報②災害被害情報③災害避難情報④その
他災害に関する情報⑤火災情報⑥防犯情報⑦行方不明者
情報

（２）その他市からのお知らせ（注意喚起情報）
①消費生活情報②イベント情報③有害鳥獣出没情報など

２　利用方法
・事前利用登録が必要です。ご利用の携帯電話等から、
次のメールアドレスへ「空」のメールを送信し、案内に
従って登録してください。
m ipan@info.city.azumino.nagano.jp

スマートフォン、携帯電
話の場合は、下の二次元
バーコードからアクセス
してください。

※携帯電話をご利用の場合、次のド
メインからのメール受信ができるよ
う設定変更してください。

「info.city.azumino.nagano.jp」問堀金支所内危機管理課
472・6769 672・6739

配信されるメールの例
（気象情報）

大 雨 注 意 報
か、 今 日 は
早 め に 家 に
帰ろう


